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補助金を受けることができる方 

 クラス年齢 住民税 子どもの順番 補助上限額 ※ 要件 

① 
１～２歳児クラス 

課税世帯 第２子以降のみ 
４２，０００円 保育の必要性

認定が必要 
② 非課税世帯 第何子でも可 

③ ３歳児クラス 課税・非課税 第何子でも可 ３７，０００円 

 

申請方法 

□ 領収書兼提供証明書を園から発行してもらう 
□ 施設等利用費請求書を区ホームページからダウンロードし、記入する 
□ 世田谷区あてに書類を郵送もしくは持参する（郵送先は以下のとおり） 
※郵送の際は、封筒余白に赤字で「定期利用保育分」とご記入ください。 

補助金請求スケジュール 

請求回 利用期間 
提出締切日 

※消印有効 
支払い時期 

第１回 ４～６月 令和５年７月１４日 ８月下旬 

第２回 ７～９月 令和５年１０月１３日 11 月下旬 

第３回 １０～１２月 令和６年１月１５日 ２月下旬 

第４回 １～３月 令和６年４月１２日 ５月下旬 

※提出締切日の消印日を過ぎた場合は一切お支払いできません。 
ポスト投函はせず、郵便局で簡易書留でお送りいただくようご協力ください。 

※上記「補助金を受けることができる方」①の方は、第４回の締め切りを過ぎた場合、お支払いすることができません。 
②③の方は、利用した月から 2 年間経過するまで、請求することが可能です。 

 

補助金に関する問い合わせ先・書類送付先 

〒１５４－８５０４ 
世田谷区世田谷４－２１－２７ 保育認定・調整課 認可外保育施設担当 
世田谷区役所第２庁舎２階２２番窓口 
（平日８:３０～１７:１５のみ、年末年始休:１２／２９～１／３） 
TEL:０３-５４３２-２３１３ FAX:０３-５４３２-３０１８ 

保育料に対する補助金について（令和５年度世田谷区定期利用保育事業を利用する方） 

※定期利用保育の利用料のうち、月額保育料のみが補助対象となります。 

食材料費、おむつ等に要する実費負担額（特定費用）は補助対象外です。 

 

申請に必要な書類は 
区 HP からご確認ください 
ページ番号:２０４２５６ 

 

上記①の方は、 
令和５年１０月
以降の利用が補助
対象ですのでご注
意ください 

裏面あり:Ｑ＆Ａ 
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Ｑ＆Ａ 

番号 種類 質問 回答 

１ 補助対象者 
第１子の場合は補助対
象外ですか? 

第１子のお子さまが１～２歳児クラスで、住民税
課税世帯の場合、補助金対象外となります。 

２ 補助対象者 

保育の必要性認定の更
新手続き（現況確認）
を出さなかった場合でも、
仕事を退職していなけれ
ば 補 助 対 象 に な り ま す
か? 

区からの保育の必要性認定が期限切れとなった場
合は、期限切れとなった日の翌月から補助対象外と
なります。 

３ 補助対象者 
前年度は非課税世帯、
現年度は課税世帯の場
合補助はどうなりますか? 

１～２歳児クラスの場合、８月までは非課税世
帯、９月以降は課税世帯として補助金の審査を行
います。 
３歳児クラスであれば、課税世帯か非課税世帯か
で補助金額が変わることはありません。 

４ 補助金額 

定期利用保育の利用料
が２９，５００円の３
歳児クラスです。補助金
額は３７，０００円で
すか? 

３歳児クラスの３７，０００円はあくまで補助上
限額のため、保護者が負担した保育料までしかお支
払いはできません。 
利用料が２９，５００円ということであれば、そこ
から食費等の金額を引いた額が補助対象額です。 
例えば食費等に３，０００円かかっていれば、 
２９，５００円から３，０００円を引いた 
２６，５００円が補助金額となります。 

５ 補助金額 

保育料のみが補助対象と
のことですが、定期利用保
育の利用料が 
５０，０００円で、特
定費用が７，０００円
だった場合、補助金額は
いくらになりますか? 

５０，０００円ー７，０００円＝ 
４３，０００円が補助対象となる金額ですが、 
１～２歳児クラスの補助上限額は４２，０００
円のため、４２，０００円が補助金額となります。 
金額の確認は、園が発行して保護者が区に提出す
る書類（領収書兼提供証明書）で行います。 

６ スケジュール 

４月から定期利用保育を
使っていますが、７月の締
め切り日までに書類を提
出するのを忘れていまし
た。４～６月分の補助金
を受け取ることはもうできま
せんか? 

年度内４回の締め切りのうち、次回以降の締め切
り日までに提出していただければ、遡ってお支払いす
ることができます。 
例えば、第１回の提出を忘れた場合は、第２回の
提出締め切りまでに４月～９月分をご提出いただ
ければ、１１月下旬のお支払いの時に４月まで遡
ってお支払いします。 
ただし、「補助金を受けることができる方」①の場合
は、第４回の締め切り日までに提出がない場合はお
支払いできません。②、③の方は利用月から２年間
経過するまで請求することが可能です。  


